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      名古屋市千種区不老町 

 二一二一二一二一 南条国清書状 
  尚々、大惣も同前申入候、 

態申入候、近日者不申通候、乍恐御床敷候、仍従武山 

内証候間、先至播州可罷退覚悟候、為届候申入候、御 

輿等共如何候哉、尚可蒙仰候、若又当国御滞留候者、 

重而以書状を、可申入候、下へ於御下向者、我等有所 

御尋候者、何事を談合申度事多く候、無御失念御尋、 

可為本望候、恐々謹言、 
三月廿六日        国清（花押） 

 真継兵庫助殿 
      御宿所 

                                        



二二二二二二二二    南条国清書状 
 猶々、大原茂以別紙可申入候へ共 、無相易之儀候 

条、相心得可申入旨候、 
態令啓候、拙者事先日茂雖申入候、武田依申分、作州 

（于） 
至大原罷退、 ニ今爰許令留候、 就中防州差下候飛 

脚、一両日已前上着仕候、従御本所様御書持進入候、 

（ママ） 
従下御飛脚僧至取鳥被指越候之条、御参会候而、防州 

様躰、具可被尋聞候、於御下向者、爰元ニて諸事可得 

御意候、恐々謹言、 
  四月八日        国清（花押） 

真継兵庫助殿 
     御宿所 

（注） 文書の包紙に「南条勘兵衛尉」とある。元続が国清を 

   名乗った時期のあったことを示すものであろう。   


